
最
近
に
於
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る
我
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入
口
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魍
　
は
　
し
　
が

き

　
我
事
の
入
漁
は
太
亭
洋
裏
革
を
下
心
と
し
て
其
の
前
後
に
於
て
勲
量
、
分
布
．
實
質
の
烹
に
大
き
な
並
立
移
動
を
來
た
し
た
こ
と
は
謂

ふ
迄
も
な
い
。
從
っ
て
其
の
露
量
を
詳
細
に
研
究
し
て
欝
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
戦
後
我
國
再
建
の
爲
め
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
然
し
言
ふ
迄
も
な
く
人
導
簡
題
は
其
の
關
係
す
る
蚊
頭
る
蟹
座
多
岐
に
し
て
研
究
事
項
は
決
し
て
軍
純
で
は
な
く
墨
入
の
容
易
に
企
て

及
ば
な
い
も
の
が
あ
る
、
依
て
余
は
愈
愈
に
問
題
を
限
定
し
で
職
時
及
戦
後
に
於
け
る
我
國
入
電
の
動
態
特
に
地
方
的
に
如
何
な
る
増
二

減
、
移
動
が
あ
っ
た
か
を
敬
量
的
に
研
究
し
其
の
原
因
，
結
果
及
豊
沼
に
就
い
て
若
干
の
考
究
を
試
み
る
事
に
し
た
．
而
し
て
髭
虞
に
獲

表
す
る
所
の
も
の
は
其
の
鐵
量
的
研
究
結
果
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
若
し
前
述
の
如
《
戦
後
我
國
の
最
大
問
題
た
る
維
濟
の
復
興
．
政

治
、
飛
會
の
改
善
，
地
方
計
甕
其
の
他
諸
般
の
事
業
維
螢
の
上
に
何
等
か
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

　
殉
ほ
此
の
研
究
に
當
っ
て
総
理
臨
…
統
計
局
，
厚
生
省
入
難
問
題
研
究
所
、
豫
防
局
衛
生
統
計
部
、
引
揚
援
護
廉
撒
大
藏
省
穴
臣
白
房
丈
ド

書
課
、
北
海
道
事
変
各
種
の
方
面
よ
◎
貴
重
な
る
資
料
の
提
供
と
少
な
か
ら
ざ
る
援
助
と
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
及
文
部
省
よ
り
文
化
科
學

研
究
費
の
三
助
を
受
け
た
こ
と
を
記
も
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
ろ
我
國
人
口
の
移
動
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窺
　
研
　
究
臼
方
　
法

　
本
研
究
絃
前
述
の
如
く
入
購
の
量
的
鶴
察
で
あ
っ
て
賓
的
研
究
に
及
ば
す
極
め
て
輩
純
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
研
究
の
方
法
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

若
干
の
説
明
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。
即
ち

8
’
鼓
に
謂
ふ
地
方
と
は
都
道
府
縣
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
研
究
の
・
阻
容
と
し
て
は
都
道
府
縣
聞
に
於
け
る
人
口
移
動
（
回
碁
霧
鷲
。
審
守

ぎ
養
片
弓
○
娼
麟
ず
禽
○
》
鰹
◎
＜
o
葺
藪
訴
）
と
も
稽
す
べ
き
も
の
で
あ
る
．
ジ

ロ
、
人
口
の
移
動
は
昭
和
十
五
年
十
月
一
再
よ
り
昭
和
二
三
年
八
月
一
礒
に
至
る
聞
に
建
て
行
は
れ
た
五
回
の
隠
勢
調
査
及
高
郷
調
秀
．
の

結
果
に
よ
混
の
期
間
を
五
期
に
分
ち
各
期
の
始
め
と
末
と
に
於
け
る
現
在
合
を
比
較
し
で
陶
各
地
方
別
羅
器
加
合
を
求
み
、

更
に
其
の
期
間
に
於
け
る
出
生
藪
と
死
亡
籔
と
を
計
算
し
て
働
自
然
増
強
人
口
を
求
め
、
此
の
絶
劉
塘
加
焼
畠
と
自
然
春
泥
人
μ
と
を
封

比
し
若
し
縄
樹
増
加
人
口
が
自
然
増
加
入
欝
よ
り
露
な
る
博
は
其
の
差
数
だ
け
其
の
地
方
に
他
の
地
方
よ
り
入
移
往
が
あ
っ
た
も
の
と
し
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

若
し
縄
鍋
増
加
入
口
が
自
然
増
加
人
欝
よ
り
露
な
る
時
は
其
の
差
音
丈
け
其
の
地
方
よ
り
他
の
地
方
に
出
移
住
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
ρ

移
佳
人
厩
を
求
め
た
嬬
も
の
で
あ
み
。
、

此
の
方
法
は
曾
て
鷺
．
瞬
窺
貯
σ
金
敏
授
が
独
逸
内
國
穂
民
の
必
要
を
述
べ
た
時
用
ぴ
だ
方
法
で
あ
っ
て
其
後
く
2
冒
帯
革
霧
及
娼
霧
霧

£
護
舘
詳
。
に
よ
っ
て
此
の
方
法
は
入
の
亀
入
に
關
ず
る
差
引
、
　
即
ち
純
移
往
鷺
⇔
算
。
」
餐
舘
野
芝
鐸
》
薦
崩
謬
襲
饗
蒔
妻
君
◎
謬
・
を
顯
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
の
み
で
あ
っ
て
實
際
に
幾
何
の
出
移
住
が
あ
っ
て
…
幾
何
の
入
移
住
が
あ
っ
庚
か
を
示
す
粗
移
往
（
翻
絵
鑑
◎
あ
く
舘
轟
霧
島
賊
σ
q
…
σ
9
裡
◎
蓄
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
①

，
資
ゆ
σ
q
罵
、
2
寓
。
回
巨
〉
を
顯
は
す
も
の
で
な
い
と
非
難
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。

　
勿
論
儲
れ
は
翫
判
の
通
り
で
あ
っ
て
．
傍
へ
ば
五
万
の
出
移
住
と
三
万
の
入
移
住
が
あ
っ
た
場
合
と
十
万
の
出
移
往
と
八
万
の
入
移
住
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と
が
あ
っ
た
場
合
と
は
其
の
内
容
は
著
し
く
異
っ
て
居
る
げ
れ
ど
も
其
の
結
果
は
全
く
同
じ
結
果
た
る
井
蛙
の
出
移
住
と
な
っ
て
顯
は
れ

る
の
で
あ
る
。
然
し
統
計
資
料
が
充
分
に
與
へ
ら
れ
ぎ
る
限
り
人
口
の
移
動
歌
態
を
見
る
に
拡
此
の
方
法
に
よ
る
外
は
な
い
と
思
は
れ
る

の
で
私
は
止
む
を
得
す
此
の
方
法
に
よ
つ
ド
人
癖
の
移
動
葱
親
察
す
る
こ
と
に
し
た
．

伺
　
現
在
人
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
②

　
太
李
洋
斎
堂
に
よ
っ
て
多
く
の
領
土
を
失
っ
た
現
在
の
観
國
に
於
て
は
昭
和
十
五
年
、
，
十
九
年
の
調
答
に
去
て
示
さ
れ
た
る
人
隣
を
そ

の
ま
」
用
》
る
事
能
は
す
、
其
の
内
よ
り
失
地
に
於
け
る
人
口
を
控
除
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
婁
す
る
。
然
し
零
れ
に
つ
い
て
明
確
に
公

表
さ
れ
た
る
も
の
な
ぎ
を
以
て
之
れ
を
如
何
に
取
扱
ふ
か
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
余
は
次
の
方
法
を
と
っ
た
。

㈹
　
昭
和
十
五
年
の
現
在
入
七
と
し
て
は
入
廷
…
問
題
研
究
・
所
焚
表
の
「
昭
和
．
廿
一
年
四
月
馬
上
檬
の
人
口
調
査
地
域
に
於
け
る
入
口
鋤
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

七
二
、
三
二
四
、
六
五
八
人
を
探
っ
た
噂
然
し
此
の
内
に
は
沖
縄
、
千
島
．
小
笠
原
、
其
の
億
各
失
地
別
の
、
入
矯
が
明
示
さ
れ
て
な
い
。

從
て
六
三
の
北
海
道
、
東
京
都
、
鹿
児
島
縣
が
管
轄
す
る
地
域
内
に
於
け
る
此
の
當
時
の
人
口
を
知
る
事
が
出
來
な
い
。
そ
こ
で
余
は
昭

和
十
五
年
の
國
勢
調
査
、
に
示
さ
れ
た
ゐ
千
島
の
人
口
一
七
．
五
四
九
人
、
小
笠
原
の
人
口
七
．
三
六
一
人
．
大
島
郡
の
人
単
一
八
五
、
〇

五
九
入
を
北
海
道
、
東
京
都
、
鹿
児
島
縣
の
人
目
よ
り
差
引
き
て
夫
乗
昭
和
十
五
年
の
現
准
入
口
と
し
た
国
然
し
斯
様
に
算
上
し
た
都
道

府
縣
の
人
口
総
計
籔
は
七
二
、
三
二
九
、
七
六
〇
人
と
な
っ
て
入
口
問
題
研
究
所
の
獲
表
に
よ
る
全
六
五
口
数
と
術
五
、
　
一
〇
二
人
の
相

違
が
あ
る
。
之
れ
は
畢
寛
上
記
の
三
地
方
以
外
の
失
地
に
あ
っ
た
人
望
で
其
の
思
置
地
方
が
不
明
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
れ
は
所
属

不
明
の
籔
と
し
て
取
扱
い
之
れ
を
総
籔
よ
り
引
き
去
る
こ
と
㌧
し
た
。

㈲
　
昭
和
十
九
年
の
全
國
現
在
人
口
は
人
口
聞
落
研
究
所
獲
表
の
「
昭
和
廿
…
年
四
月
廿
六
鷺
入
口
調
餐
地
域
に
於
け
る
入
口
」
七
二
、

二
七
七
、
六
九
｝
人
を
探
り
、
各
都
道
府
縣
別
の
現
在
人
口
は
昭
和
十
九
年
の
人
口
調
査
焼
域
β
失
地
を
含
む
）
に
於
け
る
人
口
と
し
て

表
示
せ
ら
れ
た
籔
七
三
、
〇
六
四
、
三
一
六
人
か
ら
昭
和
廿
一
年
四
月
汁
六
臼
の
人
口
二
戸
．
地
域
に
於
け
る
人
欝
籔
七
二
、
二
七
七
、
六

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
ろ
我
國
人
日
の
移
動
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最
近
に
於
σ
ろ
我
國
入
欝
の
移
動

一
入
を
差
引
ぎ
た
る
差
激
七
六
、
六
二
五
入
の
内
か
ら
其
の
時
の
沖
縄
縣
の
現
在
人
欝
五
九
〇
，
四
八
○
入
、
千
島
諸
島
の
現
在
人
口
門

三
、
八
翼
『
入
の
二
六
〇
四
．
三
三
一
入
を
差
引
き
た
る
獲
り
一
八
五
，
〇
五
趣
入
を
昭
和
十
五
年
十
月
一
番
φ
小
笠
原
島
の
現
在
人
期

二
尉
三
六
一
入
、
大
島
の
現
在
人
欝
一
八
五
，
〇
五
九
人
，
所
厨
不
明
の
現
在
入
山
五
、
　
一
〇
馬
入
に
よ
っ
て
案
分
比
例
を
以
て
小
笠
原

尊
書
、
七
七
二
入
へ
大
島
郡
一
七
〇
、
八
二
八
入
、
所
属
不
明
慧
智
六
九
四
入
を
算
出
し
，
図
れ
を
其
の
時
の
北
海
道
、
東
京
都
、
，
鹿
児

島
縣
の
現
突
呈
し
て
示
さ
れ
た
も
の
よ
り
差
引
夫
々
整
し
た
る
現
在
合
乞
た
爺
黒
表
の
如
く
な
つ
㌃

漸・芝箆葺τコヒ量中　幸乱

頭
　
重

三　海縄
兇
　
島

鵬
　
不

明縣都道：．縣

昭
和
十
九
年
十
月
一

日
浮
囚
．
の
現
在
入
団

　
五
九
〇
嘱
四
八
○

コ一

A
扁
；
既
轟
ハ
、
一
五
七

七
、
二
七
一
、
○
〇
一

一
、
五
九
四
、
○
〇
九

　
失
地
と
し
て
差
引
た
る
入
け

五
九
〇
、
四
八
○
述
沖
縄
縣
の
調
査
人
覇
）

　
＝
二
、
八
五
一
（
千
島
の
調
査
辻
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
ズ
、
七
七
こ
（
小
笠
原
島
推
定
人
欝
）

一
七
〇
・
八
二
八
（
大
島
郡
推
定
人
難
）

　
　
四
、
六
九
四

本
研
究
に
用
い
た
る
入
驚

一七＝、、「
四再二二
二六四
叢四二
、　、　、

八二〇
「一九六

．
同
昭
和
竺
年
，
廿
二
年
、
廿
三
年
の
現
在
査
は
憂
國
合
も
都
道
府
縣
甥
杏
も
合
調
査
に
よ
つ
護
表
せ
ら
れ
た
合
を
そ

の
ま
鼠
用
い
た
。

爾
　
患
生
《
死
亡
に
零
す
る
統
計
は
昭
和
十
九
年
、
膏
年
、
膏
一
年
分
は
公
表
さ
れ
た
も
の
が
な
い
。
叉
此
の
研
究
に
用
b
た
入
欝
調
餐

の
内
に
は
怨
言
臼
、
音
六
器
の
如
き
天
牛
ば
に
行
わ
れ
た
幽
の
が
あ
る
の
で
著
者
は
昭
和
十
五
年
よ
り
毎
年
毎
月
の
出
生
．
死
亡
激
を
各

府
縣
別
に
厚
生
省
墨
壷
局
衛
生
統
計
部
（
今
臼
の
厚
生
省
諸
臣
官
房
統
計
調
香
部
）
に
就
き
取
り
調
べ
た
も
の
を
此
の
研
究
紅
用
い
る
こ

と
玉
し
た
。
而
し
て
葡
記
の
如
く
人
欝
調
査
が
受
書
B
、
骨
六
賛
の
如
く
月
牟
ば
に
於
て
行
わ
れ
た
も
の
に
就
て
は
其
の
月
の
臼
鰍
を
以



て
其
の
月
分
の
脚
数
を
割
っ
て
㎝
日
義
9
の
亭
均
数
を
出
し
、
馴
れ
に
調
査
目
ま
で
の
日
敏
と
以
後
に
於
け
る
理
数
と
を
乗
じ
其
の
日
迄

及
以
後
の
出
生
、
死
亡
者
激
と
な
し
出
汐
る
だ
け
眞
實
に
近
い
も
の
た
る
こ
と
を
期
し
た
。

四
五
期
の
麗
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
此
虞
に
謂
う
五
期
は
前
述
の
如
く
入
館
調
査
の
時
期
に
よ
つ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る
が
其
の
麗
分
は
．
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
　
一
　
期

第
二
’
期

第
三
期

第
　
四
　
期

第
　
五
　
期

全

期

至自至自至自至自至自至自
昭
和
十
五
年
十
月
　
一
日

昭
和
十
九
年
｝
一
月
廿
二
日

昭
和
十
九
年
二
月
廿
こ
日

昭
和
二
十
年
十
一
月
一
日

昭
和
廿
年
十
一
月
一
日

昭
和
廿
一
年
四
月
廿
六
日

昭
和
廿
一
撫
＋
四
月
廿
六
日

昭
和
廿
二
年
十
月

昭
昭
廿
二
年
十
月

昭
和
廿
三
年
八
月

昭
和
＋
五
年
十
月

昭
和
廿
三
年
八
月

日臼縁日臼

約
四
十
一
ケ
月

約
二
＋
ヶ
月

頭
六
ケ
月

約
十
七
ケ
月

十
　
　
ヶ
　
旧

約
九
＋
麟
ケ
月

岡
　
研
究
に
用
い
た
入
口
實
数

　
本
研
究
に
用
い
た
入
口
實
数
は
講
書
調
査
叉
は
入
口
調
査
に
よ
る
も
の
が
穴
部
分
で
あ
る
が
薯
者
の
取
調
べ
叉
は
推
算
に
よ
っ
て
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
字
も
少
く
な
い
。
叉
計
算
の
方
法
に
撃
て
侮
一
麿
の
精
細
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
が
一
瓢
上
記
の
方
法
に
よ
つ
て
研
究
し
た
る
結
果
を

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
人
自
の
移
動
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最
近
に
於
け
る
我
隈
入
導
め
移
動

示
し
他
旺
の
改
訂
を
期
し
％
い
と
思
う
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
研
「
究
結
果

属
叉
竺
地
方
の
人
望
凡
て
の
有
欝
に
於
け
る
と
緩
に
饗
と
其
の
形
態
藷
動
し
て
止
ま
験
も
σ
で
あ
る
％
、
轡
て
奨

の
攣
動
の
原
因
は
人
の
出
生
と
死
亡
、
從
て
自
然
増
加
と
、
居
所
の
移
動
、
即
ち
移
住
と
に
あ
る
。
故
に
或
る
時
の
人
口
形
態
は
こ
れ
等

三
者
の
総
決
讐
云
う
べ
き
も
の
で
あ
る
鵬
依
て
私
髭
の
研
究
を
三
部
雰
ち
笙
羅
封
増
加
合
を
見
・
第
二
旨
矯
契
。

を
求
め
、
第
三
に
移
住
入
羅
を
計
算
し
て
人
才
の
地
方
的
移
動
を
槻
察
す
る
こ
と
」
し
た
。
而
し
て
其
の
結
果
は
二
表
．
一
応
と
な
し
夫
尾

に
附
し
て
ぎ
れ
を
示
し
、
既
虞
に
其
の
大
要
に
就
き
記
蓮
説
明
す
る
こ
と
k
す
る
。

A
　
絶
樹
増
加
人
口

　
我
國
の
入
ロ
が
上
記
め
各
薫
蒸
に
於
て
如
何
に
増
加
し
た
か
を
全
國
的
に
概
糊
す
る
爲
め
先
づ
次
の
表
を
示
す
。
　
（
附
表
丑
、
弼
番
、

A
、
B
、
欄
参
照
）
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、

期

劉

調
査
年
月
鷺

現
　
　
在
　
　
人
　
　
欝

二
野
の
櫓
加
人
灘

第
　
　
引

回．
第

三

二三四

期三期期

一㌔・　　　一＼　　　μ、　　　ρ｝、

〃 〃　　〃　　〃　昭

和

一
五
、
一
〇
、
一

一
九
、
二
、
蝋
ご
一

．
二
〇
、
一
一
、
一
．

ご
一
、
四
、
二
山
ハ

こ
二
、
一
〇
、
一

七
二
、
三
二
四
Y
ふ
ハ
荘
八

七
二
、
二
七
・
七
、
六
九
一

七
一
、
九
九
二
、
一
〇
四

七
三
、
一
　
一
四
、
一
三
山
ハ

七
八
、
M
O
一
、
四
七
三

卿

渦、

｣
ハ
充
六
七

　
（

↓
二
八
五
、
浄
ダ
八
七

（
一
、
紳
二
ご
、
〇
三
二

四
、
九
八
七
、
三
三
七

人
鶴
密
度

一
方
粁
欝

一
九
六
人

一
九
六

一
九
五

一
九
八

噸
こ
二



ρ

第

五

期

〃

「嵐

　　、

　ノ、

　　、

八
○
隅
二
　
【
山
ハ
、
八
九
山
ハ

一一

A
一
圃
五
、
四
二
三

二
一
．
八

＿339＿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
七
、
八
九
二
、
三
え
｛
　
1

　
備
　
考

　
一
H
　
昭
和
十
五
年
、
十
九
年
、
二
＋
年
、
二
十
一
年
の
現
詫
人
口
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
六
臓
の
人
降
調
査
地
域
に
於
け
ろ
人
鴇
で
、
菰
ハ
の
面
積
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
三
山
ハ
八
、
四
「
六
五
。
五
〇
方
粁
で
・
あ
る
。
　
　
　
　
、

　
　
目
　
昭
和
二
十
三
年
の
現
在
人
q
は
其
の
時
に
於
け
る
調
査
地
域
の
人
口
．
で
あ
っ
て
其
の
術
積
ば
三
六
八
、
四
八
九
・
三
六
方
粁
で
あ
る
．
。

　
　
⇔
現
在
人
目
に
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
バ
　
昭
和
十
五
年
ば
所
謂
獲
表
人
ロ
で
あ
っ
て
墨
壷
入
及
び
塞
外
軍
鶏
係
者
な
含
み

　
　
　
　
欝
　
昭
和
十
九
年
は
陸
海
軍
の
部
隊
及
び
艦
隊
船
に
あ
ろ
も
の
を
含
ま
ず

　
　
　
　
ハ
　
昭
和
廿
年
は
外
國
人
陸
海
軍
部
隊
及
び
艦
燃
に
あ
る
も
の
な
含
ま
ず

　
　
　
　
二
　
昭
和
二
十
』
年
は
外
國
人
、
外
野
人
の
世
帯
に
あ
る
も
の
、
朝
鮮
人
で
朝
鮮
に
綿
還
か
希
望
す
る
も
の
、
寮
溝
入
で
盗
溝
に
帰
還
な
希
望
す
る
「

　
　
　
　
も
の
、
沖
縄
人
で
沖
総
に
麟
選
秘
希
望
す
る
も
の
を
含
ま
ず

　
　
　
　
ホ
　
昭
和
二
十
二
年
は
水
害
地
の
調
査
洩
れ
の
み
を
補
正
し
流
数

　
　
　
　
へ
　
昭
和
二
十
三
年
は
常
佳
人
口
調
査
で
あ
っ
て
從
來
の
國
勢
調
査
の
現
雇
人
口
と
牲
質
な
異
に
す

　
此
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
善
導
の
人
口
は
第
一
期
に
於
て
四
万
六
千
人
、
第
二
期
に
於
て
二
十
八
万
五
千
ん
の
減
少
を
示
し
た
が
第
三
期

・
に
於
て
は
百
十
二
万
人
置
第
四
期
に
於
て
は
四
百
九
十
八
万
入
、
第
五
期
に
於
て
は
二
百
十
一
万
人
の
塘
加
を
見
、
結
局
此
の
八
ケ
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詐
の

に
七
百
八
十
九
万
人
の
塘
加
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
髭
の
第
一
、
二
期
に
於
け
る
減
少
は
主
と
し
て
軍
学
の
出
動
に
原
因
し
其

の
後
に
於
け
る
著
し
き
増
加
は
絡
戦
に
よ
つ
ず
、
軍
除
及
び
一
般
國
民
が
國
外
よ
り
引
揚
げ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
之
れ
を
地
方
的
に
見
る
と
き
は
第
一
期
、
第
二
期
、
第
三
期
に
於
て
は
人
煙
の
減
少
し
た
地
方
が
比
較
的
に
少
く
、
第
四
期
、
第

五
寄
州
於
て
は
母
樹
に
入
口
の
波
少
し
た
地
方
が
比
較
的
に
少
く
、
入
口
の
増
加
し
た
地
方
が
比
較
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
全
。

最
近
に
於
け
る
我
國
人
欝
の
移
動
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最
近
に
於
げ
ろ
我
幽
人
欝
の
移
動

期
を
通
す
る
計
籔
に
於
て
ぼ
入
爲
の
減
少
し
た
地
方
が
少
く
．

て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
　
る
。

期
全第第第第囁第

五四三ニー三

期期期期期期

　
即
ち
我
國
人
口
の
櫓
減
を
地
方
的
に
見
れ
ば
、

嘉
た
が
絡
事
後
に
於
て
は
減
少
す
る
地
方
籔
は
少
鍛
と
な
り
．

し
た
地
方
は
東
京
都
（
百
十
万
人
）
、

其
の
他
の
餌
十
三
道
府
縣
に
及
ん
で
い
る
。

縣
は
四
十
二
万
人
、
熊
本
縣
は
四
十
　
万
人
、
幅
島
縣
は
四
十
万
入
に
達
し
て
い
る
。
其
の
他
静
岡
、
新
潟
、
長
野
、
鹿
鬼
島
、

宮
城
、
岡
山
、
愛
媛
の
諸
縣
も
皆
三
十
万
人
を
超
え
て
い
る
ゆ

　
斯
様
に
し
て
我
國
人
欝
の
増
減
を
地
方
的
に
見
れ
ば
戦
時
戦
後
を
通
じ
て
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
結
局
我
國
四
十
六
地
方
の
内
人

。
の
減
少
を
見
た
も
の
は
、
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
の
三
地
方
に
懲
す
、
他
の
四
＋
三
地
方
は
多
少
の
養
あ
る
け
れ
ど
も
何
讐
増
加

を
見
て
い
る
。
こ
れ
は
畢
寛
我
國
の
入
口
分
布
の
上
に
大
ぎ
な
．
饗
動
を
興
え
、
或
る
少
数
の
地
方
よ
り
他
の
多
藪
の
地
方
に
向
っ
て
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
鷺
の
増
加
し
た
地
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
今
此
の
關
係
を
一
表
と
し

（
附
表
器
盤
の
一
！
・
4
6
番
、
覧
識
鳥
1
…
f
、
8
a
一
－
蜜
欄
参
照
）

入
欝
の
減
少
し
だ
地
方
籔
　
　
　
　
二
人
欝
の
増
加
し
た
地
方
緻
ヂ

　
　
　
　
ニ
　
四
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ニ

　
　
　
　
一
　
〇
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
六

　
　
　
　
二
　
五
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
二
　
一

　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
．
　
　
　
四
、
六

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
五

　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
　
　
四
三

　
　
　
　
　
　
　
戦
前
及
職
時
に
於
て
は
減
少
ナ
る
地
方
撒
と
増
加
す
る
地
方
数
と
は
懸
盤
相
孚
ば
し
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
棚
す
る
地
方
籔
が
著
し
く
多
く
な
っ
た
。
而
し
て
全
期
を
通
じ
て
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

　
　
　
大
阪
府
（
百
二
十
七
万
人
）
、
兵
庫
縣
ハ
六
万
入
）
、
の
三
地
方
に
過
ぎ
す
、
増
加
し
た
地
方
は

　
　
　
　
　
而
し
て
北
海
道
は
七
十
六
万
人
、
千
葉
縣
は
五
十
五
万
人
、
埼
玉
縣
は
五
十
二
万
人
、
、
茨
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
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配
布
さ
れ
允
も
の
ど
云
わ
㍉
な
く
て
は
な
ら
・
な
い
．
「

　
然
ら
ば
既
の
増
減
は
自
然
塘
加
と
移
佳
増
加
と
に
於
て
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
を
見
る
認
め
次
に
自
然
増
加
入
欝
に
就
て
見
る
こ
と

」
す
る
。

　
8
・
自
然
塘
加
入
購
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
・
　
・
　
　
’

　
先
づ
全
國
的
親
魂
を
な
す
爲
　
全
國
の
出
生
、
死
亡
自
然
塘
加
の
蜜
蝋
を
一
、
表
と
し
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
（
附
表
璽
、
弼
番
、

C
、
霧
一
f
欄
参
照
）

期。期　期¶期　期　期
〃馨

　　　　　　　　　　　　　　　i〆

＿＿一 @一＿＿　＿＿　＿＿　＿幽繍　一㎜一　i

三石三二二一一〇〇九九張
　、　、　　、　、　　、．、　　、　、　，、　、　　、　、

憩へ9．q《興rrgi
一一一一一一

?美輩■問

期
聞
の
月
藪

　
　
　
四
一二

〇山／、
一
七

一
〇

九
四

、
期
間
の
綴
生

し
～
、
幽
山
ハ
七
、
六
二
〇

三
、
照
三
山
ハ
、
・
七
十
三

七
四
八
、
六
三
六

三
、
四
七
ふ
ハ
、
ご
鱒
ご
♪
秘

　
、
二
、
二
八
編
ハ
、
ふ
U
一
八

一
七
、
四
一
山
ハ
、
〇
五
四

…
期
野
死
亡
…
潮
干
然
謝

三
、
入
二
五
、
四
四
一

三
、
〇
七
山
ハ
、
四
∵
九
九

　
八
四
五
、
七
三
一

一
、
七
八
四
、
二
四
五

八
五
四
、
一
〇
八

一
〇
．
、
　
工
八
山
ハ
、
○
二
四

三
、
志
ハ
悶
〔
二
、
一
・
七
九

　
三
山
ハ
○
、
二
五
四

〇
九
七
、
・
書

一
、
六
九
二
、
○
八
二

一
、
四
「
三
二
、
議
ハ
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
り

　
七
、
〇
三
〇
、
〇
三
〇

…
　
ギ

　
即
ち
昭
和
十
五
年
十
月
繭
潟
よ
り
昭
和
廿
三
年
八
月
．
一
観
に
至
る
全
期
間
に
於
て
出
生
緻
は
一
千
七
百
万
人
に
達
し
、
死
亡
者
は
一
千

奏
で
自
然
擦
は
吉
万
人
で
あ
る
。
而
し
げ
．
照
れ
を
畑
瀬
別
書
れ
ば
第
三
青
馬
て
崩
生
七
面
藩
論
善
し
死
亡
八
＋
四
万
汰
、

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
人
霞
の
移
動
・

’
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ノ

　
　
　
　
・
最
近
9
於
け
ろ
我
國
入
日
の
移
動

で
自
然
増
加
は
約
十
万
人
．
の
マ
イ
ナ
ス
を
現
め
し
て
い
る
。
之
れ
は
鞍
死
及
び
職
災
死
の
最
も
顯
著
に
現
わ
れ
，
た
も
の
乏
云
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
．
然
し
此
の
藪
は
長
短
不
同
の
各
期
聞
に
於
け
智
も
の
で
あ
っ
て
駆
れ
を
以
っ
て
直
ち
に
比
較
論
評
す
る
こ
と
は
拙
來
な
い
．

そ
こ
で
私
は
之
れ
を
一
年
の
亭
雲
叢
に
現
わ
し
て
み
た
。
其
の
結
果
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

一
年
間
亭
諺
．
三
生
死
亡
籔

手簡第第丁丁第

　・五晒三ニー

劉
一期期期期春期

實

　
萬
　
　
　
　
生

二
㍉
一
八
五
、
山
ハ
四
四

二
、
〇
一
二
、
〇
五
一

一
、
鶴
九
七
、
二
七
一
．

二
、
四
五
三
、
八
七
八

二
、
七
，
囚
四
、
○
ふ
ハ
ニ

ニ
、
曲
論
三
、
三
二
四

死

亡

一
、
一
〇
・
七
、
ふ
ハ
三
六

一
、
八
四
五
、
九
〇
〇

一
、
六
九
一
、
四
ふ
ハ
〇

一
、
二
五
九
、
四
四
八

一
、
〇
二
講
♪
九
二
九

一
、
三
二
五
、
八
ム
ハ
八

　
霞
　
　
　
　
　
　
加

　
一
、
○
二
八
、
○
○
八

　
　
　
二
一
山
ハ
、
一
五
ヅ

く．

ｨ
　
　
　
一
九
四
、
一
八
点

く
　
・
一
、
一
九
四
、
四
三
〇
，

　
一
、
七
一
九
、
＝
三
二

　
　
　
八
九
七
、
四
覧
六

三然
、
櫓

比
生
死
　
三
砲
然
檜
加

九四二〇八九
り　　　の　　　の　　　の　　　の　　　の

八七五六六八

一　 一　 一　　　　　　　　　 一

七二六三五五
　　ギ　　の　　　の　　　の　　　の　　　の

八電七三窄 Z三

一
四
・
五

　
三
・
○

↓
二
毛

（

一
五
ゼ
八

二
二
・
〇

一
二
・
○

　
元
畜
我
國
は
職
前
に
於
て
年
々
の
出
｝
生
は
こ
○
○
万
、
死
亡
は
一
二
〇
万
、
自
然
増
加
八
○
万
内
外
で
あ
っ
た
。
然
し
此
の
表
に
よ
っ

て
見
れ
ば
第
一
期
，
第
二
期
は
大
上
戦
前
の
趨
勢
を
保
っ
て
い
る
が
出
生
は
第
三
期
に
選
鉱
著
し
く
減
退
し
一
二
○
万
と
な
っ
て
い
る
。

埋
れ
は
軍
人
の
出
動
其
の
他
に
よ
ひ
家
庭
の
男
子
が
減
少
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
然
し
第
四
期
、
第
五
期
に
於
て
著
し
く
塘
養
し
二
四
〇

乃
至
二
七
〇
万
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
腱
膜
多
く
の
青
年
男
子
が
鶴
還
し
て
家
庭
の
整
調
を
零
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
σ
而
し
て
全
期
を

通
し
て
李
均
二
二
二
万
人
と
な
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
載
孚
の
…
出
生
率
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
戦
後
に
於
て
穴
部
分
取
り
返
送
た
も
の
と
…
思
は

れ
る
。
叉
死
亡
は
第
『
期
は
大
洗
戦
前
の
趨
勢
を
保
っ
て
い
る
が
、
第
二
期
、
第
三
期
に
於
て
著
し
く
増
加
し
一
七
〇
乃
至
｛
八
○
万
に
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達
し
、
第
四
期
も
亦
少
く
な
い
。
織
れ
は
職
死
、
戦
災
死
の
結
果
で
あ
っ
て
戦
雫
の
影
響
が
此
の
時
期
に
至
っ
て
著
し
く
顯
は
れ
て
い

る
。
而
し
て
第
五
期
に
於
て
は
再
び
職
前
に
復
し
、
全
期
を
通
し
て
＝
二
二
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
從
っ
て
入
口
の
自
然
．
塘
加
は
第
二
期

に
於
て
著
し
く
減
退
し
、
第
三
期
に
企
て
叉
減
退
を
示
し
、
第
四
期
に
於
て
回
復
し
、
第
五
期
に
於
て
出
生
の
増
加
と
共
に
著
し
く
増
大

し
て
い
る
。
而
し
て
全
期
を
通
し
て
出
生
の
減
退
と
死
亡
の
増
大
と
を
顯
著
に
示
し
て
い
る
更
に
。
干
れ
を
出
生
率
、
死
亡
率
、
自
然
塘

加
率
に
就
て
見
る
に
第
二
期
、
第
三
期
の
死
亡
率
が
二
三
乃
至
二
五
端
に
正
し
て
い
る
ご
と
は
特
に
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

之
れ
を
厚
生
省
豫
防
局
衛
生
統
計
部
の
示
す
最
近
に
於
け
る
之
れ
等
三
者
の
比
率
と
比
較
封
照
す
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

年

回ニニニ十十十十十十十十十十
十十十　　　　　　　　　　　’
　　　十九八七六五四三ニー
一　　　　　一

年年年年年年年年年年年年年年

出
　
　
生
　
窓
率

，
塞
統
旦

〃〃〃ク〃〃〃〃〃〃〃〃〃轟召

和

本
　
研
　
究

三四　　　〇〇一九六七〇〇一
ヨ　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　り　　　り　　　の　　　む　　　　　　　　　　　り

八五？？？こ：ニー四六一八〇七

｝｝ノ｝｝一　噂噛6　　一

九四二八
り　　　の　　　の　　　ゆ

八七：六六

九

八

九
　

八

～

死
　
　
亡
　
　
率

塞
統
山

本
　

．
研
　
究

自

然
櫓
加
寧

璽
統
量
本
研

究

二四　　　六五気六七七七七六
ほ　　　　　　　　　　　　　　の　　る　　　お　り　　ゆ　　り　　の　　の　　　

〇九？？？三八七四七七〇五八

｝｝｝｝’一ρ一ρ鳶　一

二六享眠
の　　　む　　　り　　　　

七七三六

五

七

八

一九　　　三四五二八九三二四
　　　ロ　　　　　　　　　　　の　　り　　　　　　　　り　　の　　　　　の　　の

九七？？？九四四九九三八五九
｝’｝｝｝㌔一一一へρ一戸ー（一）ノ

ニ五二三
〇八七〇

四

五

○

最
近
に
．
於
け
る
我
國
人
潤
の
移
動
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最
近
に
於
け
ろ
我
國
人
貸
の
移
勲

　
‡
備
考
　
譜
表
は
厚
生
省
猿
防
士
籍
生
統
計
部
品
行
の
人
震
動
態
統
計
毎
月
概
轟
轟
甥
號
（
電
磁
ド
ご
十
三
年
蔵
宿
）
垂
垂
採
る
．

　
即
ち
衛
生
統
計
に
は
昭
和
十
允
、
二
十
、
二
十
叫
年
の
籔
字
を
欠
き
比
較
す
惹
こ
と
能
は
ざ
る
も
出
生
率
は
職
前
・
即
時
を
通
し
て
大

膣
三
〇
端
で
あ
っ
た
も
の
が
職
後
三
四
嵩
に
上
昇
し
、
著
b
き
増
加
を
見
せ
て
い
る
の
文
死
亡
峯
は
戦
前
一
六
瑞
で
あ
っ
た
も
の
が
職
後

一
二
乃
至
一
四
名
に
低
下
し
た
、
從
っ
て
自
然
増
加
率
は
面
前
一
五
端
、
職
後
一
六
乃
至
二
二
名
と
な
っ
た
、
而
し
て
本
研
究
に
よ
つ
て

出
生
率
は
職
時
中
も
大
膿
職
前
の
三
〇
塩
を
保
っ
て
い
た
が
死
亡
峯
は
著
し
く
増
然
し
て
二
三
乃
至
二
五
端
と
な
ゆ
從
っ
て
自
然
増
加
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
著
し
く
論
難
し
三
三
よ
り
二
．
丁
七
、
端
を
示
す
に
至
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
更
に
又
第
一
世
界
大
器
に
於
け
る
独
逸
の
實
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

見
る
た
次
表
の
如
き
も
め
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛

　　　豪　　　　・　ぴ　　　　　　　　　　1回一一一一一一一 年

次

九九赫九九塑九九九

ニー○づL八七六五四三

年年年年年年年年年年

碍
　
生
　
率二七

・
五
忽

二
六
・
八

二
〇
・
四

｝
五
・
二

一
三
・
九

一
潤
宇
・
三
’

二
〇
・
〇

二
五
・
九

二
五
・
三

ご
二
・
九 墜　（1）

凱、

・
死
亡
率
！
②
昭
然
櫓
擁
寧
働

一
五
，
・
9
融

一
九
・
○

噺
＝
・
四

一
九
・
二

ご
○
・
眠

二
四
・
七

一
践
・
六

備
考

　（一／（一1（一）（漏〉

　勧一．　、蓼　　　　　一鳶

四〇：六野一丁七二
り　　　 の　　　ゆ　　　や　　　の　　　　　　　サ

四四：六〇〇八五
　．　　　　　編

㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

本
極
ぼ
二
身
霧
6
着
離
ぎ
ジ
悉
｝
ご
≦
謬
霧
魯
鑑
ξ
§
一
瓢
融
◇
慧
乱
騰
零
羅
畠
ぎ
急
霧
メ
M
£
舞
暁
ざ
駿
霧
（
鯵
鷲
）
よ
り
採
り
、
ω
は
岡
書
四
〇
頁
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

②
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に
回
書
五
一
頁
、
鋤
に
差
引
計
算
し
敦
も
の
。

　
即
ち
写
生
率
に
於
て
竜
、
死
亡
峯
に
接
て
も
一
九
一
五
年
よ
り
一
九
晶
八
年
迄
は
碧
し
い
影
響
を
見
、
從
っ
て
自
然
増
加
峯
は
毎
年
マ

．
イ
ナ
ス
を
示
し
．
　
一
九
一
八
年
の
知
き
は
の
一
〇
。
四
％
に
蓮
し
て
か
囑
。
之
れ
に
比
す
れ
ば
太
亭
洋
弓
∵
争
が
我
二
人
口
上
に
及
癒
し
悔

影
響
は
比
較
的
に
語
い
様
で
あ
る
ゆ
然
し
之
れ
は
比
率
の
問
題
で
あ
っ
て
死
亡
者
の
實
籔
に
於
て
は
相
類
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
第
｛

次
世
界
大
戦
に
於
け
る
独
逸
の
職
死
者
は
一
九
一
四
年
掘
り
一
九
一
八
年
忌
間
に
於
て
一
、
六
七
七
、
五
二
七
人
と
示
さ
れ
て
居
る
が
實

際
に
は
二
百
万
人
を
超
え
て
い
る
と
云
わ
れ
、
（
前
掲
書
五
こ
頁
）
今
次
我
國
の
職
争
死
亡
者
は
鳥
撃
の
如
く
一
八
五
万
人
と
磯
表
婁
れ

て
あ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
詣
れ
を
地
方
別
に
見
る
に
（
附
表
霊
、
1
1
4
6
「
番
C
轟
一
義
欄
参
照
）
其
の
詳
細
な
る
記
蓮
は
謀
れ
を
略
し
其
の
大
勢
を
見
る
爲

自
然
壌
加
が
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た
地
方
を
見
る
と
策
二
期
に
於
て
編
井
・
滋
賀
、
京
都
、
夫
阪
、
奈
良
、
和
歌
山
、
島
根
．
廣
島
、
山
欝
．

長
崎
、
鹿
児
島
の
こ
府
九
縣
、
第
三
期
に
於
て
棘
奈
川
、
富
山
、
石
川
、
幅
井
、
岐
阜
、
静
岡
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、

奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
諸
島
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
高
知
．
幅
岡
、
佐
貿
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島

の
二
男
二
十
六
縣
で
あ
る
。
終
れ
實
に
異
常
な
現
象
で
あ
っ
て
今
次
職
争
の
特
に
顯
署
な
影
響
を
受
け
た
地
方
之
云
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
庇
の
外
に
於
て
も
自
然
塘
加
人
口
が
著
し
く
減
退
し
て
戦
雲
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
こ
れ
等
の
諸
地
方
は
特

に
大
き
か
っ
た
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
，
　
　
　
　
，
～
ジ

　
C
　
移
住
人
口
（
附
表
簸
の
一
…
狢
番
、
D
轟
一
f
欄
参
照
）

　
人
工
移
動
の
第
二
の
原
因
は
入
の
移
住
で
あ
る
、
然
し
揺
れ
に
嘉
す
る
統
計
は
之
れ
を
欠
く
を
以
て
吾
々
は
前
蓮
の
通
り
絶
勤
増
加
人

口
と
自
然
増
加
入
ロ
と
の
差
響
を
以
て
移
住
人
環
を
算
製
し
た
も
の
で
あ
る
が
附
表
に
示
す
如
く
之
れ
を
全
階
的
に
観
れ
ば
第
一
期
に
於

て
三
六
八
森
の
斑
移
佳
が
あ
っ
た
が
之
れ
は
主
ど
し
て
職
争
に
出
動
し
た
軍
入
と
見
る
こ
乏
が
出
詐
る
。
而
し
て
第
二
期
以
後
に
於
て
は

　
　
　
　
　
　
最
遙
に
於
け
る
我
國
入
轟
の
移
勤

　
　
　
　
　
『
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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最
近
に
於
け
ろ
我
麟
入
欝
の
移
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

多
籔
の
入
移
佳
を
示
し
、
特
に
第
三
期
に
於
て
字
＝
一
二
万
，
第
四
期
に
於
て
三
三
一
万
人
の
多
き
に
達
し
℃
い
る
。
認
れ
は
軍
人
の
麟
還

と
一
般
國
民
の
引
揚
げ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
で
詣
れ
に
よ
つ
て
我
國
人
口
は
慌
し
く
増
大
し
た
も
の
と
云
わ
な
く
て
億
な
ら
な
悟
。

　
次
に
之
れ
を
地
方
別
に
見
る
に
其
の
穴
勢
は
次
の
表
に
よ
っ
て
詮
明
す
る
こ
と
が
出
諮
る
。

期
　
　
　
・
迷

霧
佳
勢
庫
入
移
住
地
方
撒

全一第第第第一
ジ

。五鴎三二一

期三期期期期

　二1　二　 四
七一三四九二

三二四二三
九五・三二七四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

於
て
全
く
豊
津
に
少
籔
の
商
工
｛
業
地
方
よ
夢
多
数
の
農
業
地
方
に
向
っ
て
浦
分
散
移
動
し
た
こ
と
を
撒
量
的
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
．

　
而
し
て
其
の
實
態
（
附
表
瀦
ゐ
D
、
f
、
E
欄
参
照
）
を
磨
る
に
串
移
住
の
最
も
大
き
な
も
の
は
東
京
都
と
大
阪
府
で
あ
っ
て
全
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ゑ

通
じ
て
前
音
は
二
百
六
十
万
入
、
後
者
は
百
五
十
万
人
を
超
え
て
競
り
、
期
初
め
の
現
在
人
智
に
比
し
三
五
タ
四
％
と
三
三
・
一
％
に
蓬

し
て
い
る
．
磨
れ
に
隔
意
の
た
兵
庫
縣
の
四
土
万
人
三
・
八
％
、
愛
知
縣
の
二
士
ハ
万
人
、
八
重
％
、
繋
川
町
の
二
＋
六
万

入
、
三
五
・
四
％
で
あ
る
、
又
入
移
佳
の
最
も
大
き
な
る
も
の
は
千
葉
縣
の
三
十
八
万
人
、
二
四
・
一
％
、
埼
玉
縣
の
三
＋
二
万
人
、
二

〇
・
五
％
で
あ
っ
て
其
の
他
熊
本
、
茨
城
、
北
海
道
、
長
野
、
鹿
児
島
、
岡
山
の
諸
藩
道
は
何
れ
も
二
十
万
人
を
超
え
、
隔
島
、
大
分
、
．

佐
賀
、
薪
潟
う
静
岡
、
三
重
、
愛
媛
、
岐
阜
、
香
川
、
滋
賀
ハ
奈
艮
、
石
川
、
山
形
．
宮
崎
．
島
根
、
秋
田
の
諸
縣
は
何
れ
も
十
万
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
守

．
超
え
て
回
る
◎
　
　
、
「
・
」

　
醒
即
ち
第
一
期
目
於
て
は
出
場
佳
地
方
は
非
常
に
多
く
、
入
移
佳
、

地
方
が
甚
だ
少
か
っ
た
、
然
る
に
一
日
後
に
於
て
は
「
多
3
少
の
攣
化
は

ざ
あ
っ
た
が
出
移
佳
の
地
方
が
少
く
な
り
、
入
移
佳
の
地
方
が
多
く

、
な
り
、
全
期
を
通
し
て
晶
晶
佳
地
方
が
七
、
入
移
往
地
方
が
三
九

で
あ
っ
た
。
之
の
現
象
ぱ
從
來
我
事
の
入
ロ
が
多
緻
の
地
方
か
ら

少
籔
の
地
方
即
ち
多
緻
の
農
業
地
方
か
ら
少
激
の
商
工
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
の
　
・

向
っ
て
隼
∵
甲
移
認
期
し
て
居
っ
た
も
の
が
臨
戦
孚
の
後
孚
及
戦
後
に



　．

ｧ
し
て
又
之
れ
等
出
土
佳
地
と
入
移
住
地
と
の
地
理
的
關
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
依
り
從
來
商
工
地
帯
と
し
て
附
近
の
諸
縣
よ
り
吸
牧

し
た
入
欝
が
戦
後
商
工
業
の
渡
落
に
よ
っ
て
過
剰
人
口
と
な
9
其
の
郷
．
塁
に
向
っ
て
齢
還
の
途
を
求
め
た
事
實
を
よ
く
推
察
す
る
こ
と
が

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
來
る
の
で
あ
る
。

四
　
結

芸ゐ、

5駆

一847一

　
以
上
研
究
の
結
果
を
要
約
し
て
結
論
と
す
れ
ば
’

e
　
十
三
の
入
口
は
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
よ
り
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
H
に
至
る
七
年
十
ヶ
月
…
間
に
七
千
二
百
三
十
二
万
入
か
ら
八
千

二
十
一
万
人
と
な
っ
て
實
に
七
百
八
十
九
万
人
を
塘
加
し
た
。

口
　
其
の
結
果
我
國
の
入
口
密
度
は
一
撃
方
粁
當
り
一
九
六
人
よ
り
一
二
八
人
と
な
っ
た
、
之
れ
は
ベ
ル
ギ
レ
の
二
七
四
人
、
オ
ラ
ン
ダ

の
二
四
七
入
等
特
殊
な
國
を
除
き
世
界
に
比
類
な
き
高
度
の
も
の
で
あ
る
。
・

倒
　
而
し
て
此
の
塘
加
人
口
は
一
方
に
於
て
駿
争
に
よ
る
僅
か
ば
か
り
の
出
生
の
減
邊
（
率
に
於
て
約
一
塩
）
と
非
常
に
大
き
な
戦
死
者

戦
災
死
者
の
園
生
と
華
府
人
の
外
國
之
の
引
揚
に
よ
っ
て
減
少
す
る
と
共
に
他
方
に
於
て
國
外
よ
り
多
数
の
國
民
が
引
揚
げ
た
る
結
果
．
塘

加
し
た
も
の
で
あ
っ
て
我
國
の
人
口
は
量
と
質
と
地
方
分
布
の
上
に
大
き
な
攣
動
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
今
次
戦
孚
に
よ
る
職
死
者
及
戦
災
死
亡
者
の
数
に
就
い
て
は
黒
幕
安
定
本
部
総
裁
官
房
調
査
課
の
調
査
に
よ
れ
ば
陸
海
軍
入
軍

器
死
亡
考
一
・
五
五
五
・
三
。
八
人
鏡
後
陣
の
死
亡
春
二
九
九
・
四
八
五
へ
量
犬
五
四
七
九
三
人
で
あ
㌔

　
出
獄
人
の
留
年
え
の
引
揚
げ
た
も
の
の
激
に
就
い
て
は
引
揚
援
護
聴
に
於
て
著
者
の
取
り
調
べ
た
所
に
よ
れ
ば
非
日
本
入
の
逡
還
開
始

以
來
昭
和
廿
三
年
九
月
迄
に
二
百
十
五
万
人
置
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
内
心
は
、
朝
鮮
人
一
，
○
〇
七
、
六
八
三
、
中
当
人
九
四
七
、
二

三
四
、
蔓
薦
入
・
二
三
、
九
一
四
、
沖
縄
人
＝
二
四
、
二
六
九
、
面
立
島
人
四
一
、
八
四
四
、
ド
イ
ツ
三
一
、
九
〇
…
『
イ
タ
リ
ー
人
一
五

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
人
貸
の
移
動



　
　
　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
入
鐸
の
移
動

　
　
八
、
其
の
他
二
三
三
で
あ
る
◎

無
雑
國
吉
霧
げ
た
る
も
の
に
卜
い
濠
引
揚
思
妻
に
於
薯
者
の
轟
べ
㌃
に
よ
れ
ば
昭
奪
…
二
隻
月
百
現
在
に
於
三

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般
邦
入
三
、
四
九
三
、
四
八
四
入
、
復
農
軍
人
軍
属
三
、
五
四
七
、
三
五
三
人
、
計
七
、
〇
四
〇
、
八
三
七
人
で
あ
る
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
㈱
．
之
等
多
数
の
増
蜘
人
，
ロ
は
第
一
期
よ
り
漸
次
全
國
各
地
方
に
分
散
吸
牧
さ
れ
た
も
の
で
ゑ
期
を
通
じ
℃
全
國
四
十
六
地
方
の
内
四
十

　
　
三
地
方
は
入
麺
増
加
を
示
し
僅
か
に
。
三
地
方
の
み
が
人
口
至
難
を
示
し
て
居
る
（
附
表
翼
8
f
欄
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
的
’
既
の
入
累
減
邊
を
示
し
た
地
方
と
弦
東
京
都
（
百
九
十
二
万
ん
絵
）
大
阪
府
（
百
二
十
七
万
入
飴
）
兵
庫
縣
（
六
万
人
饒
〉
で
あ
っ

　
　
て
共
に
戦
前
商
工
業
地
方
と
し
て
異
常
な
獲
蓬
を
捧
げ
多
籔
の
入
口
が
集
申
し
た
地
方
で
あ
る
。

　
⑳
　
髭
の
期
聞
の
出
生
、
死
亡
、
從
っ
て
入
口
の
自
然
増
加
の
上
に
は
著
る
し
き
職
争
の
影
響
が
輿
貯
ら
れ
た
。
而
し
て
偶
生
は
比
較
的

　
　
に
影
響
を
受
く
る
ζ
と
が
少
な
か
っ
た
が
死
亡
は
著
る
し
き
影
響
を
受
け
第
二
期
に
於
て
十
一
地
方
（
附
表
璽
C
L
参
照
）
第
三
期
に
於

　
　
て
二
十
八
地
方
の
人
口
塘
加
ぱ
マ
イ
ナ
夙
と
な
っ
た
。
ハ
附
表
8
c
参
照
）
而
し
て
此
ゐ
死
亡
に
封
ず
る
闘
争
め
影
響
は
第
一
次
世
界
大
職

　
，
に
於
け
る
独
逸
の
實
歌
と
相
似
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　
㈹
　
移
住
の
歌
態
は
第
一
期
（
附
表
叢
D
轟
参
照
）
に
於
て
は
大
多
緻
の
地
方
（
四
二
地
方
）
は
鵠
移
住
を
示
し
、
少
籔
の
地
方
（
四
地

　
　
方
は
入
移
住
の
現
象
を
示
し
て
居
る
が
第
二
期
爵
表
庭
D
b
参
照
）
よ
り
漸
次
反
封
の
傾
向
を
顯
は
し
、
第
四
期
（
附
表
∬
D
d
参
照
）

　
　
箪
総
て
最
も
著
し
く
僅
か
に
三
地
方
が
出
移
住
を
示
し
四
三
地
方
が
入
移
住
の
現
象
を
示
し
、
全
期
（
附
表
露
D
ぜ
参
照
）
を
通
じ
て
出
移

　
　
住
地
方
七
、
入
移
住
地
方
三
九
と
な
っ
て
い
る
。
之
れ
は
船
囲
の
人
口
の
地
方
的
分
布
の
上
に
大
き
な
攣
化
を
與
え
た
も
の
で
、
職
前
及

　
　
職
箏
直
後
に
於
て
は
罵
れ
と
全
く
反
軍
に
全
國
の
各
地
方
か
ち
聖
楽
の
地
方
即
ち
商
工
業
地
に
向
っ
て
移
動
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
㈹
　
王
蓮
の
如
く
に
し
て
從
來
我
國
の
入
口
は
少
籔
の
商
工
業
地
方
に
向
っ
て
集
申
移
動
し
て
居
っ
た
も
の
で
あ
る
が
戦
時
及
戦
後
に
於

　
　
て
は
全
く
反
墾
に
少
籔
の
地
方
よ
り
全
國
各
地
方
に
向
っ
て
分
散
移
動
す
る
に
至
つ
だ
．
其
の
理
由
は
充
分
研
究
を
要
す
る
所
で
次
の
研



一349＿
　　　｝

究
に
譲
る
露
こ
と
翼
す
る
が
從
來
の
軍
事
工
業
が
淡
落
し
て
入
口
の
牧
容
力
を
失
う
と
共
に
多
く
の
失
業
者
が
其
の
出
身
地
に
蹄
還
し
叉
國

外
よ
ρ
多
敬
の
引
揚
者
が
其
の
郷
里
に
縁
故
を
た
ど
っ
て
麟
還
し
充
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
而
し
て
斯
様
に
多
肉
の
入
口
を

引
き
受
け
た
各
地
方
、
特
に
農
村
に
於
て
は
從
來
の
不
足
し
て
い
た
三
筆
力
の
回
復
を
な
し
、
勢
力
的
に
集
約
な
る
経
螢
を
寳
引
し
、
，
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

農
業
技
術
及
農
業
経
螢
の
改
善
に
よ
り
、
又
は
未
開
地
を
開
拓
し
て
維
螢
面
積
の
撰
大
、
閣
下
入
植
者
め
定
着
を
な
し
以
て
農
業
の
生
産

力
を
増
強
し
、
入
口
単
解
力
の
増
大
に
努
め
つ
心
あ
る
の
怨
あ
る
。
然
し
過
去
に
於
て
既
に
入
欝
過
剰
に
苦
し
み
多
く
の
子
弟
を
商
土
業

都
市
に
邊
出
し
て
漸
く
其
の
生
活
を
支
え
て
器
つ
た
農
村
が
戦
後
再
び
多
く
の
齢
還
者
の
み
な
ら
す
海
外
よ
り
の
引
揚
者
を
受
け
入
れ
て

果
し
て
よ
く
之
れ
を
永
く
支
持
し
得
る
や
否
や
頗
る
疑
問
で
あ
る
．

　
此
虞
に
於
て
我
國
現
下
の
最
大
問
題
は
、
此
の
人
口
謝
策
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
此
の
爲
に
は
當
然
生
活
標
準
の
低
下
、
産
晃
の
制
限
、
國

民
の
外
國
移
佳
等
が
考
え
ら
れ
る
が
今
日
我
國
の
蟹
情
と
し
て
生
活
標
準
の
低
下
は
既
に
極
度
忙
達
し
こ
れ
以
上
の
低
下
は
容
易
に
考
え

ら
れ
な
い
．
厚
志
制
限
は
勿
論
必
要
で
あ
る
が
唯
一
の
封
戸
と
は
云
い
難
く
、
難
民
の
移
住
も
遠
き
將
來
に
於
て
は
多
少
の
期
待
を
か
け

ら
れ
る
か
も
知
ら
な
い
が
…
載
後
聞
も
な
き
今
濤
に
於
て
は
未
だ
考
え
学
べ
く
も
な
い
。
從
っ
て
吾
々
は
現
下
の
最
大
年
男
と
し
て
は
我
國

に
残
存
叉
は
賦
存
ナ
る
有
ゆ
る
自
然
富
源
を
開
墾
し
て
所
謂
母
上
資
源
の
利
用
を
極
度
に
實
曝
し
て
生
産
を
向
上
し
、
貿
易
を
盛
ん
に
し

難
の
鍵
を
勢
墜
．
入
口
の
暴
力
を
撫
す
を
と
に
あ
る
と
思
う
駕
に
北
醤
は
我
國
舞
さ
れ
た
る
竺
案
開
馨
源
、

地
で
あ
る
か
ら
そ
の
開
嚢
こ
そ
最
も
緊
要
な
こ
と
曳
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
色

註
街
　
℃
o
【
電
∂
舜
簿
φ
”
鷺
¢
鴬
巳
酬
甚
窓
乙
。
δ
｛
鍵
ピ
勲
嘱
益
譲
留
霧
。
｝
多
簿
（
鵬
霧
＝
回
副
叢
話
）
．

　
幻
　
我
が
國
が
大
李
洋
職
撃
に
よ
っ
て
行
政
瀬
　
な
失
っ
た
地
域
は
從
來
の
本
郷
土
に
於
て
に
次
の
如
嘉
・
も
の
で
あ
ろ
。

　
　
8
　
沖
縄
島
全
域
。

　
　
目
　
鹿
兇
島
懸
大
島
郡
。

　
　
同
　
北
海
議
根
室
支
鷹
の
滅
後
郡
泊
村
、
三
夜
別
村
、
色
丹
郡
色
丹
村
、
紗
那
郡
親
潮
村
、
鐸
旋
郡
潔
珊
村
、
観
取
郡
蘂
取
村
、
得
撫
郡
、
新
知
郡
、

　
　
　
　
　
最
近
に
於
嫉
る
我
國
人
職
の
移
動

㌦



、

昏

一35◎嶋

　
　
　
　
　
最
近
に
於
け
る
我
國
入
降
の
移
勤

　
　
占
守
郡
、
花
険
郡
歯
舞
村
の
内
志
獲
島
、
多
樂
島
、
水
繍
蕪
四
、
勇
留
島
、
勲
脚
勢
留
鳥
門
毒

　
瞬
甥
　
東
京
都
八
丈
亥
臆
讐
「
内
膏
ケ
島
村
、
小
笠
原
・
支
臨
緯
糊
内
全
域
。

　
国
　
島
根
縣
穏
地
郡
玉
箇
村
の
内
竹
島
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
、

働
　
厚
生
省
人
灯
問
題
研
究
所
最
近
の
人
矯
に
醐
す
る
思
料
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
塘
幽
幽
正
六
版
）
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

簡
　
璃
§
｝
δ
艮
。
き
g
ン
瓢
。
塊
憩
嚢
婁
慣
欝
。
・
§
ζ
・
魯
雪
天
。
簿
卜
亀
一
．
沸
く
9
．
舞
．
G
農
●
巳
ζ
導
軸
．
譲
嘘
落
ぎ
回
譲
藍
鼠
2

．
⑤
　
，
く
・
臼
塁
。
・
“
℃
ε
三
跡
坤
霧
回
だ
ぎ
寡
諺
篇
凹
き
く
。
環
好
2
霧
ご
謬
篇
（
）
篤
6
馬
漕
巳
㎞
逡
O
汐
亀
欝
8
）
．

⑥
，
表
の
備
考
日
イ
、
嶽
、
ハ
、
参
照
．
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・

①
．
拙
著
、
　
「
最
近
に
於
け
る
我
國
民
の
移
住
現
象
に
就
て
篇
《
H
本
拓
殖
學
禽
報
第
一
曝
）
塗
照
。
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附表［・　我國人ロの地方別移動　（螺纈綱恥　（・各期捌」）
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